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 私は、2018 年 10 ⽉ 22 ⽇から 11 ⽉ 2 ⽇の期間に三鷹の国⽴天⽂台の重⼒波プロジェク
トオフィスを訪問し、Matteo Leonardi 助教のもとでフィルター共振器を⽤いた周波数依
存のスクイージング実験に参加した。 
 この滞在は、⾃分のこれまでの経験を活かせた点と初めての経験となった点が両⽅同程
度あったことで、充実したものになったと思う。具体的には 100m 以上の⼤きな共振器を
扱うことや固定共振器などを含む光学系⼀般の扱いについてはこれまで経験があったが、
⾮線形結晶を含む共振器を扱うことは初めてで、とても新鮮であった。 
 個⼈的に印象的だったのは、フィルター共振器実験のチームがとても国際的であったこ
とである。場所は三鷹であってもメンバーはイタリア⼈ 3 名と中国⼈ 1 名であり、フラン
スのグループが回路の製作等を担当するという構成であり、実験室にいる間は⽇本にいな
がらして若⼲の異国気分を味わうことができた。 

 
スクイーズド光を⽣成するレーザーベンチの様⼦。 

⾮線形共振器により⾚外レーザーから緑⾊レーザーが⽣成されている。 


